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大正の構難から昭和の初難までは、直

方は、機械工業が発展の一路をたど多、

■に石炭産業 :■非常な思恵を受けて、炭

坑 こヽえであれは、製作品あるいは、中古

轟にせよ、何ても1犠 う。今でいえば炭塊

残積のデバー トといっても過言ではなυヽ

時 itで した。

大東亜戦争が終 夕、我国が敗戦国とな

シ、り:治維新 と同根tに国の浮態が全然変

シ、許i閣解鉢、資金封
｀
鎖等で、国民全体

が新 しいスター トラノインをサJ■ て、実力

主義で21年から今年まで続いておりま
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か ったでし′ょう。だがよく見渡せば、宇

部長坑おきの山表坑の例代経営者、現在

の宇部共産の大をな
・され́た笑演は、いか

に先見の目があったかということを社会

の皆が認めていることです。同 じ石炭産

業でもこうレヽ電.た ことが出来 るというこ

とは、やはり十年あるいは十五年先のこ

とをよく考え́て行げば、現実に出来てい

ます.そこで我々直方中小企業の鉄工会

とヒノては、大資本の石炭産業の音境をみ

るとき、よリー層に考えを新たにしなけ

ftばいけないと思います。

でIIkこ れから先の直方の鉄二会と tノて

進む道を、私なりに率直に意見をこ)べ■

づ
ン
。

国家の産業の伸張の度合にあわせた方

1崎 にもってい くべ きた と思います。

たとえば造船割S門世界第二位、自動車

産業は現在世界第二位ですが、今年度は

西独 をまいて第二位にな らん としていま

す。

そこで菫方の今まで炭抗1妾械の技術及

び設熊を活かすとすれば、造船部門の低

圧ボンプ、あるいはパルブ関係を各自、

分業方でやることを研究 し、率い九ブ11に

減三菱長崎造船、性世保摯撃工業、三菱

(D下闘造船等がありますので、船瀧用の

ポンブ、バルプはいガヽなる品種のものカム

よく研究 し、その受註の方法についての

私案 |まあとでのべます.

青年会の皆様はいろいろと協議された

ことを積極的に実行された実績 もありま

すので、今から述べます ことは、自動車

I工業に新 しく進出す るとした場合、先祖

か ら譲 1)受 けられた事業はその
｀
ままとし、

皆様の中より意見一致された方は出資さ

れ、一つの法人組織 をつ くり、自動車工

業声1の性械を設置 し、まず第一歩 を跨み

出され、この際経営は自動車工業に情通

された専門家を経営にあたらせ、逐次拡

大 して、その時の資金は市当局ある
′ヽヽ崚

県の中小企業金隷公庫等のねろいうな金
~

織預 1二 に相談す ることも出来 ると
'ご

ltら ま

すっ要は話し合υヽも充分に話 しあ t″ をヽさ

ました上 で、まず第一歩 を発み出さ′し春こ

とが肝要です。

そこで造船部門の仕事 をす るとすllば 、

設競投資は在来の設備で分共法にブ]少 か

えられ、通転 資金 として各 自出資さ fl´ 、

受註の患勢を整えてゆ くブJ法 もあります。

現在直方で鉄工会として苦難 のi曇 をデ

リ関いて、独自の製品を作 られて
′ヽらら工

場 もあります。一例をあげれば、皆様■

承知の直方離
・
車工場、キt井製缶工■ lt三 w

機械、九州鋳鉄管等はシヽろいろな舌 |、三つ

道 もあったかと思 いますが、現在で lt一

応軌道にのつていると思います c

以上私の思 ったままのことを書いてお

りますが、司
^能
な線と不頂]・能な線 7)1あ る

と思 ′ヽヽますが、そこは時代を担 う直 :与の

青年会の熱 と実行力にまつ以外 iま ないと

思い
｀
ます。
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会報が出た。一読 して、正直の話、篤

いた。見事なものである。適当なユーモ

アもあるし、編集 も伸 々ユニータだっ第

一若 さにあふれているのがしへい。

それそれ、責任ある地位にありt多忙

な毎 日を送 っている人達の手 で出来上っ

たものと:ま t、 えない。

心か らゴづItい を申し上げたい。

さて、「菫方の鉄工界 よ、1■処へ行 く」

と言えば、卜1や らのタイ トルめ くが、直

方市民全音lが三心 をもっている課題であ

ろう.

勿論、会員発氏においても、興夜それ

ぞれの企業について、将来の抱負なリプ

ランもあろ ,3か、 もう現在の産業界で

は個々の|=小企業の力ではどうにもなら

ない時点に来ているとい うことは、会報

にも村井前会長や 31氏が書いているj垂

シだ。閣結・ 協力以外には脱皮できる道

はな松 と声 を大に し■警んでいる0正に

その通 多だ。

しかし、その■|びがどれだけ具体 fヒさ

れているか。た しかに青年会の団結は今

までの鉄工界になかった力強さを見せて

は ″ヽヽる。

積立金が 1千万になった。会報 もでた。

経営研究会 も議いている。一一――し′か し、

具′体的活動としてはま置河にも弱い とい う

感 じがす る。

米た何かないか。強力な観結でできる

ものになないか。話は随分聞 くc曰 く、鋳

1を工場の集簿イヒ、原材料倉庫、受注会社

etc.… e゙tc・ … 0。

大いに頑張って貰 t/hたい。将来筑豊l地

区には直方を中心 として、自動車産業を

誘致、一大 iへ陸工業地帯を現出す るプラ

ンがあるとも聞 く。それに対す る対策 も

必要だ。益々忙がしくなる。考えように

よって通、将来はパラ色にも見える。が

バラ色にするかしないかは、鉄工界の努

ブフ難何にかかっていよう。特に青年会の

活:雑 liC・ ……0。

若さは何 ものにもまし■尊い。若さに

は夢:があり、可言己性のiムカカIあ る。

心から青年会の活餞を祈ってやまなね。
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(訪間先)渡辺製缶工場 渡 辺 役 次 社長

工場に伺 うと御本人にお会いす る前に

工場内の整理整頓の良さ、水を打 ち、掃

き清められた広場、いかに竪実で聴隈:画

な盤格の社長であるか、一:壼識のない人

でも1摯象がつ く。応接間には額が 11、

技術 。安全・繊生の表彰状で一杯だ。

気軽に過去の音労話を始めて くれる。

「生れは福岡、博多織物の工場を経営 し

ていた実父が、酒と遊芸に身代を潰 し、

尋常小学校事業後、親類先である直方の

りll村製角ヨ1場に年蟻奉公を、従業員には

全然親類と棒うことを秘 して頑張 りまし

た。当時は妻務時間というものはなく、

戦は明るい内か ら、夜は日の暮れるまで

1支術を琴べ覚え_たい一心で、時 ´々使いに

やらせられるよりも、ハンマ_を豪 って

いた方が嬉しかった位です。

その頃は仕事も充分な く、一月の内半

月位は体 目の月も多 く、仕方なしに今 で

言う「素昆布」の様な食物 を詰めた箱を

自転 :車、ヤ
′こ曲○様に積んて、遠 くは添躍河

まで売 りに行 った ものでした。大正 12

年間東大震災の時に入隊、除隊して嬌 る

と川村鉄工所は強産していました0で、

今の「久栄食堂 Jの隣の倉庫を借 りて資

本金 18円 で独立 (18門 …一級職人の

半年分の給料 )し、川野商店 (その当寺

拡山用晶専F電の三井炭坑の御用商社 )よ

り鉄製炭車の註文を受け、その技術を誌

められて受註量が増大の途中、∫|:野■IJ

がある事
′
:青 により瑳映しました力ヽ、三チ子

田りll炭坑 `よ り直接仕事をしてくれとの議

があり、永い努力のギ斐あって華連を糧

むことが出来ました。鍋来戦争中も軍C

威圧 もありましたが、三井田川さんの調

′感を忘れず始んど三井一本で通 しました。

お蔭で戦後その協力を感謝さォ1´、ヨjl:戸
=

長より鶴i墨付を受け、り:撼二も保存してお

ります。炭塊は悪 くなり、仕事 も少 くな

りましたが、私の生きている限 り三■さ

んのf■事を優先することは間違いありま

せん。 もう45年来のおつき合いてすか

らね」 トツノツと話される社l長のす‐を
みつ0な が ら聞いているうち1/~C、 仕事二

筋 i〔打 ちこまれたその言義実な信念 :こ打た

れ、思わず 2時間 もお邪魔してしまった.

美さんの円助の功も現在迄に,1達 さオし́た

一つの原因であることも事実である。本

当 1/C直方らしい鉄工根生物語 りである。

t

″マ）
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,山部のRモ :[入 るなり、先ず中小企業

の父である鮎jll委介氏の写真の大額が掲

げてある。

青年会か らのま:ご とて喜んで応待 して

戴 く。

先ず鉄工界にこを達みこまれた動機か

空軍関係のウイングボンプ (飛行機 にガ

ノリンを送 るボンプ )を 1年 ることを合ぜ

られ、組合で初め共同受註を始めたが、

技術的に非常にむつかしく、赤字憲こ出の

まま終戦050万 の負債を抱え、理事長

の憮人的な責任 (当時のいきさつでそう

せねばならなか つた )と なり、現在もま

だ通産省寵の :颯軍関係処理:幾関 lrrt~毎月払

っている。

戦後一時組合 も去勢された様になつた

が、なんとか立 ち直されば と努力 し、超

和 24年、材料不足を解消し、工場の再

建を図 る為アメリカ故鉄の共同購入を一

千万円程度契約 したが、 日本入荷の際に

は日本の故鉄極場が続落 し、又大阪商社

にだまされ大 きな損害 を受けたc tその

後貿易識社が責任を取 った為金銭的な損

害 はな くなった 〕

又瑶 1磯 25年項、石 麦統告tが解除 した

為、中小炭坑が音境に陥 多L組合員の合

計で二億七千万の回収不能の売上債権が

出来たので、何 とかして くれ と県に陳1青

その熱意にオ丁たれた県の斡旋により、組

合が金のかわ多に石炭を炭筑 よりもらい、

それを石費の必要な瀬戸 1勿焼を作 ってい

る機戸静ド]組合にバーター したが、これ

も石炭のボタ混クの為、瀬戸側 7~D不良製

品納品により、双方共 l菫、嘩別れになりゝ

全力を尽 したがその書1に は ,ま くゆかず、

考えても残念 て仕方かなし
′ヽっ
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言じ市 、

私は変員J的な理事長 で`あった。何故な

ら、資材統制時代の為、組合員の中に経

済違反者が続出し、工場経営者が理事長

ダミになることを変えた為である。

兎に角、支郡事変の最中から大東亜戦

争、終戦後の混舌L期迄がなの人生の活曜

の舞台 であった。大きな問題が出積みし、

今の状態で考 えられ ることではない。」

過去を懐しtrが如き、又一倍の努力を

しても運命に見放される花田氏ではあっ

たが、その情熱と鉄工界を愛する気持は

現在 もまだ然え続けている様だった。最

後に組合に対する意見を聞いてみた。

1.専務理事を置 く事……現在は参事

だけだから、対外的には理事

長としての代弁者にはならな

1人 物 瞬 評 |

○先生 になりたい。

無心な子供に、知 ったふ りして教える。

ああ,こ の快感、私は ……

Mr.IIN0

い 。

2.組合事業を再検討する。・…基礎資

材の共同購入を活機にす るc

3_銀行業務を考える……企業の体質
を強めて、金利負担を軽減す

る為

青年会に対す る希望意 見

1.組合規約を改正してもらい、青年

会の具体自ヽJな意見を充分取 り上げ、

活動分野を広げ 4。

2.直方鉄I組合の再編或を図る事…

現在進歩的ではあるが中性的にな

っている。          
ベ

oこの道だけはまじめ。

その証拠は三男三女の子福者。

Mr.ISOBE

oオ ールマイテイ (自 称 )

ゆくところならざるはなく

ゴル フで こい

ボー リング で こい

ダン スで こい

Mr.hURAGU CHI

「仕事の方もたのみまっせJ 一同
o一 読千言

チ ョッピリ 議:ス′で

ガッポ リ じゃべる。

のスピード玉

遠賀土堤行 きゃあ

ハイウエー

これ が

Mr.00TA
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*****沐 ************率 *率 *ホ**辛**華ヰホ****率 *****************率 ****摯 率*************率 *********摯 *

自 家 製 品 織 介

******************************オ *****撃*****本**幸******率 *球求********ホ ********************

株 式会社  飯 野 鉄 工 所

長坑ボンプの新作が減少してき

た為に、船舶建造量では世界一の

モごDボ ンプに目をつけ、二ιF前 よ

〕膏究着手。

11在 二月産 30台 を製作、今年

末 :二 |■ 100台 になる予定。

株 式 会 社

大 同 鉄 工 所

大同鉄工所で :ま数年

来、新聞社向けの輪転

機給紙部を製作、既 に

80台 を突破 している。

本機は輪転機の下にお

かれ′、新聞の巻取紙を

送弁込む装置である。

高精度を要する機械で

't作

か ら抵夕l｀ まで全国

各地の議問社 |(熱 心て

いる。
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**率*************恭 *********************

新 鐘 設 備 紹 介

******************率 *******************

株 式 会 社  内 藤 鍛 造 所

受注量増大に対処 して、1す井製缶

製作の 500屯 鍛造プンスを購入。

これで今迄の 2倍以上の増な となり

すでにフル活動。品質、寸法 、精度

も非常によくなり、好評を博 してい

る。

福 永 鉄 工 所

大型物のプレーナー驚工の増大に

備えて、「1型平削盤 (本江機械製 〕

を設置された。加工範囲は巾 1,500

長 3,500、 高 1,260ま での有三方

を有 している。

このような大型 プレーナーは直方

では殆んどなか つたので、今後は琥

利に仕事を導入することができる。
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聯 .轡撼蛹翔潮燃繰彰飛膨潮静       ■

二:iF基 :下奪壽蟻機総裁流輔轟然浙鸞ソ将鵠鵜減熙翔曇蒙訟壕垣:

日項の普様の御労音を1ふ うため一泊二超の慰安旅行を行うことl・

/Cいたしまし

た。

日程及びコースは次の1業 に決定数 しま したので皆様の御参加を御願い申し上

けます。

内案

11:月 11目 〔土 )
執Oo

直方発 →

九酔漢 →

→ 由布院

12日 (日 )
■400

■20o―戚 街

小石原 ―  日闘 → 天ケ識 →  中村 →

九重登山口 →"牧の戸峠 ― 水分:峠 (,中食 〕
■「′■5

-) 万J府   (号じ,噴F:白 〕

´

”

））

旅等発 →ヽ宇佐 ―→ 中津 ―  鶴  一→ 伸哀 トンネル

→)伊圏 ‐→ 直方着 (17時 15分 ♪

(宿 舎 ) 杉 の井 ホ テル
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